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事 業 名 称 空き家相談人材育成・相談体制整備事業 

事業主体 名 神奈川県居住支援協議会 

連 携 先 
会員（神奈川県、全自治体、不動産団体、社会福祉協議会、司法書士会等）、
空き家相談協力事業者、かながわＦＰ生活相談センター等 

対 象 地 域 神奈川県全域 

事業の特 徴 

・多岐にわたる空き家相談にワンストップで対応できるテキストを作成。 

・テキストを使った自治体職員向けの研修では、関連する他部署の職員も参加

し、相談テーマ別に意見交換も実施。 

・研修を受けた職員が地域の相談会に相談員として参加し、研修の成果を発揮。 

成 果 

・自治体職員向け空き家相談テキストの作成 

・テキストを活用した自治体職員向け研修会の実施 

（・研修会を受けた自治体職員が、相談員として空き家相談会を実施） 

成果の公表先 
神奈川県居住支援協議会のホームページで公表（ダウンロード可） 

（http://www.machikyo.or.jp/kyojyushien/） 

 

１．事業の背景と目的 

  神奈川県居住支援協議会では、国補助事業を活用して、平成 26年 3月に『空き家利活用相談

窓口』を、広域窓口として事務局に 1か所、地域相談窓口として 3自治体に開設した。また、同

年 11月の「空家等の推進に関する特別措置法」施行後は、各自治体で空き家問題に対応する部

署が設置され、空き家対策の窓口は増えている。 

しかし、空き家問題は、利活用の課題のみならず、防災・防犯、景観、地域活性化等の様々な

課題が重なるため、多様な視点での解決が必要となり、相談に対応する人材のスキルアップが不

可欠であると同時に切り口が多様な空き家の課題に対し、取りこぼしを防ぐための対策も必要で

あった。 

そこで、当協議会では、様々な切り口で寄せられる空き家問題の相談に対応すべく、空き家相

談の一元化と汎用化を図るとともに、空き家担当者の「空き家」問題に関する知識の向上を図る

ことで、各地域における空き家の利活用等につなげることを目的に、各自治体職員を対象にした、

人材育成及びその活用に関する事業を実施した。 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

①【取組フロー】 

 

通常期 予備期 空き家

公開・活用

モデル活用
（地域での相談
会）

研　修

作　成

事例収集・準備 ①市町村から相談事例の情報収集

②テキスト作成会議

（計３回）

④テキストを活用した市町村職員向けの研修会の実施（人材育成）

③専門団体等の

対応窓口情報の

収集

⑤自治会単位での相談会の開催（人材活用）
⑥テキスト掲載内

容の追加・精査

⑦市町村に配布、ＨＰで公開

 

http://www.machikyo.or.jp/kyojyushien/
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 ②【役割分担表】 

事業概要 取組内容 具体的な内容 担当 業務内容

ア）自治体からの相談事
例の情報収集

協議会会員自治体
（県内全３３自治体）

全自治体で実施している空き家に関す
る相談事例とその対応手法を収集。

・相模原市

・平塚市

・茅ケ崎市

・厚木市

・南足柄市

・鎌倉市

・大磯町

・二宮町

・中井町

・県宅建協会

・全日本不動産協会

・県司法書士会

・県行政書士会

・県土地家屋調査士会

・県社会福祉協議会

・横浜市まちづくりセンター

・かながわＦＰ生活相談センター

・協議会空き家相談協力事業者

ウ）専門団体等の対応窓
口情報の収集

協議会会員団体
（２５団体）

協議会会員や協力事業者等の繋ぎ先と
対応可能な相談内容と対応手法を収集
し、テキストに反映した。

・横浜プランナーズネットワーク

・かながわＦＰ生活相談センター

・県司法書士会

・横浜市まちづくりセンター

・藤沢市

・鎌倉市

・かながわＦＰ生活相談センター

・県宅建協会

・全日本不動産協会

・県行政書士会

②
相
談
事
業

・地域において、空き家相談会を開催
し、テキストを活用した相談対応を実
践。
・相談会で出た新たな相談について
も、テキストに追加できるものは反映
していく。

①
相
談
員
の
育
成
・
研
修

ⅰ
）

人
材
育
成
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
作
成

イ）テキスト作成会議

空き家関連の相談事例を集約し、
関連する制度や繋ぎ先を明記する
だけでなく、庁内フローや相談対
応シートなど、窓口で活用できる
資料も盛り込み、空き家対策部署
以外でも活用できるテキストを作
成した。

ⅱ）テキストを活用した人材育成研
修

上記で作成したテキストを活用し、自
治体職員を対象に県内３地域に分けて
講座を開催。

 

 

  

 

 



3 

 

③【事業スケジュール表】 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ア）自治体からの相談事例の情報収集

イ）テキスト作成会議 ● ● ●

ウ）専門団体等の対応窓口情報の収集

（ⅱ）  テキストを活用した人材育成研修の開催 ● ●●

　　　市町村での相談会の開催 ●●

　　　テキスト掲載内容の追加・精査 ●

（公開・活用） 　　　市町村に配布、ＨＰで公開 ●

②相談事業の実施

（ⅰ） 人材育成のためのテキスト作成

事業概要 取組内容

平成３０年度

具体的な内容（小項目）

①相談員の育成・研修

 

 

（２）事業の取組詳細 

①相談員の育成・研修 

（ⅰ）人材育成のためのテキスト作成 

（ア）自治体から相談事例の情報収集 

協議会会員の自治体（県内全自治体３３か所）の空き家相談担当部署へ調査票を送付。日頃

対応している空き家相談において、テキスト作成に情報提供可能な相談内容と対応手法を

「予防」、「利活用」、「適正管理」、「除却」と種別に分けて収集し、テキスト作成に活用した。

同時に、今後の事業（テキスト作成会議への参加、人材育成研修、相談事業の開催）への協

力可否についても調査を実施した。３３自治体のうち、２８自治体から回答。 

  （イ）テキスト作成会議 

自治体等における空き家関連の相談事例を集約し、相談事例に関連する制度や繋ぎ先を取り

まとめ、空き家対策部署の職員のみならず、それ以外の職員が読んでも「どの問題」を「ど

こに繋ぐか」等、課題の取りこぼしを防ぐ工夫をするとともに、相談を受ける際の「記録票」

に関する参考様式についても掲載した。 

作成会議のメンバーの選定は、上記（ア）の調査に、作成会議への参加可否も調査し、参加

いただける自治体担当者をメンバーとし、その他の専門団体においては、事務局から関連す

る団体へ直接依頼。また、当協議会で運営している「空き家相談協力事業者」にも事務局か

ら直接、協力を依頼した。 

表１ 作成会議メンバー一覧 

分類 団体名 所属 

相談事例の対応 

相模原市（建築・住まい政策課） 協議会会員 

平塚市（まちづくり政策課） 協議会会員 

茅ケ崎市（都市政策課） 協議会会員 

厚木市（住宅課） 協議会会員 

南足柄市（都市計画課） 協議会会員 

鎌倉市（住宅課） 協議会会員 

大磯町（都市計画課） 協議会会員 

二宮町（都市整備課） 協議会会員 

中井町（まち整備課） 協議会会員 

次頁へつづく 
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    前ページからつづき 

分類 団体名 所属 

利活用・流通 

（公社）神奈川県宅地建物取引業協会 協議会会員 

（公社）全日本不動産協会神奈川県本部 協議会会員 

（ＮＰＯ）横浜市まちづくりセンター 協議会会員 

権利調整 

神奈川県司法書士会 協議会会員 

神奈川県行政書士会 協議会会員 

神奈川県土地家屋調査士会 協議会会員 

神奈川県社会福祉協議会 協議会会員 

空き家管理・予防 

（ＮＰＯ）日本地主家主協会 空き家相談協力事業者 

綜合警備保障（株） 空き家相談協力事業者 

（ＮＰＯ）神奈川空家管理組合 空き家相談協力事業者 

（一社）家財整理相談窓口 空き家相談協力事業者 

（一社）かながわＦＰ生活相談センター 資産運用の専門団体 

除却 （有）ダイトク 空き家相談協力事業者 

＊テキスト作成会議の概要 

   ・第１回  日 時 平成３０年１０月３１日（水）１４：００～ 

         会 場 神奈川県建設会館 ３１１会議室 

          内 容 ・テキスト完成イメージの共有 

・テキストへ掲載する相談事例の検討 等 

   ・第２回  日 時 平成３０年１１月２０日（火）１４：００～ 

         会 場 松村ビル マツ・ムラホール 

         内 容 ・テキストへ掲載する内容 

及び相談事例の検討 等 

   ・第３回  日 時 平成３１年１月２１日（月）１４：００～ 

         会 場 松村ビル マツ・ムラホール 

         内 容 ・テキスト掲載内容の確認等 

（ウ）協議会会員団体からの対応窓口情報の収集 

協議会団体会員にも各団体の活動内容や空き家問題に対応可能な相談窓口や支援内容、対応

可能場な場合の料金の有無等を調査し、テキスト作成の基礎資料を整えた。２５団体のうち、

１２団体から回答。 

 

（ⅱ）テキストを活用した人材育成講座の開催（３地域：横浜会場、藤沢会場、厚木会場） 

  作成したテキストを活用し、協議会会員である司法書士会など専門家団体が講師となり、自治

体職員を対象に講座を開催。講義だけでなく、「予防」「利活用」「苦情対応」をテーマにグル

ープ討議も盛り込み、多岐に渡る空き家問題に対応できる人材育成を図った。 

  ＊第１回（厚木会場） 日 時 ： 平成３１年１月３０日（水）１３：３０～ 

             会 場 ： 厚木商工会議所 １０１会議室 

             参加者 ： ７市町９名 

  ＊第２回（横浜会場） 日 時 ： 平成３１年２月４日（月） １３：３０～ 

             会 場 ： 松村ビル マツ・ムラホール 

             参加者 ： ６市町９名 
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  ＊第３回（藤沢会場） 日 時 ： 平成３１年２月５日（火） １３：３０～ 

             会 場 ： 藤沢商工会館 多目的ホール２ 

             参加者 ： ７市町９名 

   延べ、１８市町２７名の参加 

＊カリキュラム（全会場共通） 

時間 テーマ 講師（説明者） 

13：30～ テキスト全体構成および活用方法 事務局 

13：40～ テキストの相談内容から① 横浜プランナーズネットワーク 

14：10～ テキストの相談内容から② かながわＦＰ生活相談センター 

14：50～ テキストの相談内容から③ 神奈川県司法書士会 

15：40～ 

グループ討議 

趣旨説明 事務局 

15：45～ 
テーマ別 

グループ討議 

・ＦＰ生活相談センター 

・司法書士会 

・横浜プランナーズネットワーク 

・横浜まちづくりセンター 

16：20～ グループ発表 

16：30～ 講評 

 

②相談事業の実施 （２地域：藤沢会場、鎌倉会場） 

 上記①（ⅱ）の講座を受講した職員の実践研修として、住民を対象に、空き家予防をテーマと

して、人生の「終活」と絡めた講座と相談会を２会場で開催。人材育成講座を受講した自治体

の空き家担当職員が講座及び相談に対応することで、人材活用とテキスト内容の検証を行うと

ともに、地域に対する空き家問題の普及活動を行った。 

 （ⅰ）広報 

  地域情報紙「タウンニュース」（朝日、読売、毎日新聞の朝刊に折込配布）に開催案内を掲

載したほか、開催自治体からも関連部署へ周知していただき、参加者を募った。 

  図３ タウンニュース藤沢版（平成３１年２月１５日発行号） 

  
図４ タウンニュース記事（開催日、会場以外は共通の記事） 
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 （ⅱ）相談会の概要 

 ＊藤沢会場  日 時 ： 平成３１年２月２０日（水）１４：００～ 

        会 場 ： 湘南ＮＤビル ８－１会議室 

        参加者 ： ４名 

 ＊鎌倉会場  日 時 ： 平成３１年２月２２日（金）１４：００～ 

        会 場 ： 鎌倉商工会議所 １０２会議室 

        参加者 ： ５名 

 ＊カリキュラム（２会場共通） 

  時間 テーマ 講師（説明者） 

13：30～ 開催自治体の空き家の状況、対策 開催自治体担当 

14：45～ 知っておきたい！終活のポイント かながわＦＰ生活相談センター 

15：00 

～16：30（90） 
個別相談会 

【相談員】 

・かながわＦＰ生活相談センター 

・神奈川県行政書士会 

・不動産関係団体 

・開催地の自治体職員 

 

（３）成果 

①相談員の研修・育成 

（ⅰ）人材育成のためのテキスト作成 

 テキストを実際に活用する形で最初に相談を受ける

立場の行政職員と行政職員が受けた相談をバックア

ップする専門団体、事業者間において、会議を通じ

て活発に意見が交わされたこともあり、実態に則し

たテキストを作成することができた。 

このように、官民、多職種が連携を図り、一つのテ

ーマに取り組むことは、居住支援協議会の強みであっ

た。また、テキストの内容については、自治体、団体

会員から収集した情報を活用し、「誰から」の「どのような相談か」という整理から、以下

の分類に分け、そのうち、１２の代表的な相談事例をテキストに掲載した。 

表２ 掲載項目 

誰からの相談か 
どんな 

相談か 
大分類 小分類（★はテキストに掲載） 

居住者、所有者、

親族から 

空き家化の

予防 

相続 

★相続全般 

税金 

遺産分割協議 

権利関係の調査、整理、紛争 

登記 

土地の境界 

税金 
相続税 

都市計画税、固定資産税 

次頁へつづく 

写真１ テキスト作成会議風景 
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   誰からの相

談か 

どんな 

相談か 
大分類 小分類（★はテキストに掲載） 

 

 

ライフプラン 

★ライフプラン全般 

遺言、エンディングノート 

生前整理 

資産活用、資金計画 

成年後見 

中古住宅・土地と

しての売却、賃貸 

現況調査、評価 

不動産評価 

不動産取引 

土地の境界 

権利関係の調査、整理、紛争 

所有者の特定 

建築基準法上の問題 

利活用に伴う行政手続き、法務 

リフォーム、建替

え 

★リフォーム 

建替え 

耐震診断、耐震改修 

家財整理、処分 
★家財整理、処分 

庭木の処分 

空き家の利

活用、処分 

空き家の相談 ★空き家の処分、活用の進め方 

空き家の維持管理 
★維持・管理 

見回り（警備） 

解体、除却 ★解体・除却 

活用 
★地域貢献活動に活用 

★住宅以外への活用（収益目的） 

リフォーム・建て

替え（再掲） 

★リフォーム 

建替え 

耐震診断、耐震改修 

家財等の整理・処

分（再掲） 

★家財整理、処分 

庭木の処分 

近隣住民から 
不安、苦情、

トラブル 

草木の繁茂 ★草木の繁茂 

害虫、害獣 ★害虫・害獣 

荒廃 ★不審者・放火の心配 

危険 ★倒壊の危険、災害時の不安 

管理責任者 ★管理責任者の把握 

その他 その他の苦情 

地域の活動団体

から 
場所探し 活動場所 

★空き家を探す 

空き室を探す 

その他 
移住 移住 移住先を探している 

住まい探し 住まい探し 転居先を探している 
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図５ テキスト抜粋 

  ・構成（表紙兼目次） 

 

１２事例を抽出 

関連する専門団

体の概要を記載 

庁内の関連部署

との連携を図る

ためのツール 

自治体職員が活用で

きる相談聞き取り様

式を掲載 
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  ・相談テキスト内容 

 

 ・相談対応照会先チェック表 

 

「誰から」の「どのよ

うな相談か」が記載さ

れている 

相談の背景や対応の

必要性などを記載 
相談事例 

対応できる窓口の概

要とＵＲＬを記載 

協議会会員をはじめ、

関連団体がどの相談

に対応可能か、一覧表

にして表示 
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  ・照会先の概要 

   分野ごとに照会先を個別に掲載 

 

  ・庁内対応フロー図 

 

先進的に取り組んで

いる自治体が活用し

ている庁内フローを

参考資料として掲載 
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  ・相談対応シート 

  

 

 

 

（ⅱ）テキストを活用した人材育成講座の開催（３地域：横浜会場、藤沢会場、厚木会場） 

  （ⅰ）で作成したテキストを基に、自治体職員を対象に、テキストの活用方法から掲載され

た事例の対応手法について、研修を実施。３３自治体中１８市町が参加。講師は、テキスト

作成会議に参加した専門団体から相談事例に対応して３名に依頼。各講師の経験等を踏まえ、

対応手法を講義。 

さらに、参加者相互によるグループ討議を開催。

グループ討議は「予防」、「利活用」、「苦情対応」

の３つのテーマに分けて、講師をはじめ専門団

体がアドバイザーとなり、空き家の担当部署の

ほか、福祉課、地域振興課など他部署からの参

加もあり、活発にグループ討議が行われた。活

発な意見交換が行われた。 

参加者からは、他の自治体の対応方法や他部署、

専門団体との連携方法等の意見交換ができた

ことに意義を感じたとの感想があった。 

また、専門団体から派遣された講師からも、

自治体職員が対応している相談の実態につ

自治体職員が相談対応する際の

シート。聞き取りの流れでまとめ

られるよう工夫した 

担当（窓口）が代わっても、情報

共有ができるよう経緯を記載す

る記録欄を作成 

写真２ 人材育成講座風景（藤沢会場） 
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いて理解が深まったとの感想があり、このような機会の重要性を認識した。 

    

 

 

②相談事業の実施 

 ２地域で延べ９名の参加、相談件数は５件となった。 

相談を受けた参加者からは、今後の方針（道筋）が明確になった、漠然としていた悩みが整理

できた、との感想いただき、多職種による相談対応の意義を認識した。 

 表３ 主な相談と対応内容（抜粋） 

相談内容 対応者 対応内容 

住宅以外に資産が無く、年金のみ。

生活設計のために自宅の活用（リ

バースモーゲージ）を検討してい

る。 

宅地建物取引士 

リバースモーゲージは自宅を担保

に生活費を借りる制度。自宅の他

に、連帯保証人を求められること

があるので、子供とよく相談した

ほうが良い。資産を残すことで、

子供に負担をかけることもある。 

隣家が空き家。所有者が死亡し、

草木の繁茂がひどく、建物やブロ

ック塀の老朽化も激しい。 

相談者の建物にも損傷を与えかね

ない状態。管理責任を担う相続人

がいない様子。 

最近は不審者も出入りしているよ

うで、どのように対応して良いか。 

自治体職員 

行政書士 

宅地建物取引士 

相続人か縁故者の有無を再確認す

る必要あり。併せて、裁判所に相

続財産管理人の存否も確認。 

これらがいる場合といない場合の

対応方法についてアドバイスし

た。 

不審者については、直ちに警察へ

通報し、巡回等の対応を依頼する

よう教示した。 

息子と同居することになり、現在

の住まいを売却するか賃貸するか

迷っている。それぞれのメリット、

デメリット、かかる税金を知りた

い。 

ファイナンシャル 

プランナー 

移住・住み替え機構の「マイホー

ム借り上げ制度」を紹介。 

売却、賃貸それぞれのメリットと

デメリット、かかる税金の種類を

説明した（家賃収入には所得税、

売却には譲渡所得税等）。 

長男と同居する場合は、「使用貸借

契約」を締結するようアドバイス

した。 

 

写真３ グループワーク風景（厚木会場） 写真４ グループワーク風景（横浜会場） 
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３．評価と課題 

①相談員の研修・育成 

作成したテキストについては、実際に相談対応を行う自治体職員と専門団体との共同作業によ

り、実践的なテキストを作成することができたが、テキスト作成スケジュールが当初想定した

ものより、時間を費やしてしまったこと及び内容についても、ＱＡやコラムを充実し、読み物

としても活用できるテキストに仕上げられればベストだったと考えている。 

研修については、担当部署のみならず生活保護担当など福祉や防災関係の部署を交えたグルー

プ討議等、充実した内容だったと考えている。しかし、市議会が開催されているなど時期的な

な制約もあり、全ての自治体担当者の参加が実現できなかったこと、空き家予防と密接に関連

する各市町村内の自治会を所管する部署担当者の参加が少なかったことから、今回の研修に関

して不参加となった自治体、部署に対して、空き家問題を「我が事」と認識してもらう仕掛け

が必要だと認識。 

②相談事業の実施 

参加者からは、講演、相談会ともに内容については好評を得ており、特にエンディングノート

や資産活用等、高齢者が関心を持っている「終活」をテーマに掲げ、参加者へ空き家予防への

関心を高められたことは良かったと考えている。個別相談においても、自治体職員と専門家が

一緒に相談に応じる機会を作り、お互い“顔の見える関係”を構築する最初の機会は提供でき

たのではないかと感じている。 

課題としては、テキスト作成に予定より時間を費やしてしまったため、当該事業を行うための

準備期間及び広報期間が短くなってしまい、当初３地域で予定していたが、１地域では周知期

写真５ 自治体職員説明 写真６ ファイナンシャルプランナー講義 

写真７ 相談風景（藤沢会場） 写真８ 行政職員、専門家による 

相談風景（鎌倉会場） 
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間が短かったため、地域の理解が得られず、２地域に縮小せざるを得なかったこと。また、集

客に際しても、広報期間があまり取れず、周知が開催ギリギリとなってしまったことが反省点

である。 

 

４．今後の展開 

自治体職員は人事異動等があるため、空き家担当職員に対する育成事業については毎年行うこと

が必要である。今後は、定期的に実施している県主催の自治体担当職員向けの会議等において、

本テキストを活用しての講座を開催するなど、継続性を図っていきたい。 

また、自治体の庁内においても、講座を受講した空き家担当者が中心となり、空き家問題に関係

する部署の職員に対し、庁内連絡会等において、本テキストを活用した講座を開催することで、

空き家対策について連携を図り、問題の取りこぼしを防ぐ取組に役立てられることが期待できる。 

さらに、自治体職員が定期的に各地域住民向けの相談会を開催できれば、相談窓口、相談者（住

民）双方で空き家に対する意識が向上し、建設的な取り組みが実現できるのではないかと考える。 
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